第９回 　　スワーミー・メーダーサーナンダ師　　札幌講話会
ひとはなぜ生まれ変わるのか
─ Law of Karma and rebirth ─
2015年8月2日（日）
　＜１＞　イントロダクション～前世を知る少女
　８０年ほど前の、インドでの実話の紹介からこの講話を始めます。
　インドの田舎に暮らす８才くらいのその少女は、いつも両親に言っていました、「私の本当のおうちは別のところにあるの。そこに私のお母さんと旦那さんと息子がいるの」。はじめ、両親は子供の絵空事だと思って気にとめていませんでした。しかし、何回も何回も同じことを繰り返すので、ある日、娘が言う住所に手紙を出してみました。すると、本当にその住所に、娘が言っているひとたちが住んでいたのです！
　そのニュースが新聞に出ると、インド政府が動き始めました。マハートマ・ガンディーさんは、真偽の調査のため１５人ほどの委員会を立ち上げ、彼らを少女とともに現地に派遣したのです。もちろん少女にとっては初めての場所。しかし彼女は、自分が言っていた家の場所を自分で案内するほど。家族のひとたちのこと、家族の仕事のことも言い当てました。そして家族に対面すると、「この方が私の旦那さんです」と言って泣きました。
　その少女は前世、若い時に病気で亡くなったようでした。ですからその時の旦那さんも、息子も、生きていたのです。息子は少し大きくなって。旦那さんは別の人と再婚して。少女は前世の旦那さんに怒りました、「あなた、再婚しないと約束したではないですか！」と（笑い）。
　委員会は、少女にまつわる事柄はすべて正しかった、と判断しました。
　これと似たような事例には見せかけもあります。しかしきちんと調査をし、「前世の記憶を持つ人間がいる」という結論に達した事例も多々あります。みなさんはどう思いますか？　少女が言うように前世はあるのか？　少女の事例をどのように説明するのか？
＜２＞　イントロダクション（続）～それを物質的な科学者・哲学者は説明できない
ふつうひとが死ねば、火葬場で体を燃やします。燃えたら残るものは何もない。火葬場から出てくるのは燃えカス（灰）です。しかし、少女は、前世を覚えたまま今生を生きていました。彼女は再び生まれてきたのです。「死んだら残るものは何もない」ならどうして再生できるのでしょうか？
一般的な科学者や物質的な哲学者の答えは、「再生できない」というものです。なぜなら彼らは、すべては物質からできていると考えているから。体はもちろん物質であって、考え、話、想像、感情などの「意識」も物質と考えます。そしてそれらは体から出ていると考えています。だから体がなくなれば、意識もなくなる、つまりすべてがなくなると考えるのです。
しかしそれでは、少女についての説明はできません。体がなくなればすべてなくなると言うならば、少女についてのことだけではなく、以下の事柄をどう説明しますか？
＜３＞　死んだらすべては終わるのか、それとも何かが続くのか
①前世を記憶している人
②幽霊の存在
　　それは物語ではありません、本当に存在しています。私は１００％信じています。ひとはときどき、心の想像でそれを見るけれども、正しい例もたくさんあります。これについての説明はどのようにしますか？　すべてが物質なら、この説明も出来ないでしょう？
③全く性格の違う双子
　　見た目がほとんど同じなのに、性格が全く違う双子がいますね。育つ環境も同じ。しかし性格が全く違う。
④幼少期から並外れた才能を持つ人
　　子どものときから、たとえば音楽の才能がものすごくあるとか、絵の才能があるとか。両親にその素養がなくても、幼いころからある才能を発揮する人たちがいます。また、ほかの兄弟はとても世俗的なのに、その子だけ小さいときからとっても神聖、神様大好き、世俗的なことを避けたがるという人も。環境、遺伝子、勉強も多少の説明にはなりますが、彼らはそれでは説明がつかないほど、幼少期から、偉大な才能を発揮します。
⑤どの宗教も、死ですべてが終わることを信じていない
世界のどの宗教も、死がすべての終わりだということを信じていません。どの宗教も、死後にもひとの存在は続く、と言っています。すなわち、天国地獄を信じていない宗教はない、ということ。キリスト教、仏教・・・すべて天国地獄を信じています。死んですべてが終わるなら、誰がその場所に行くというのでしょう？
　⑥葬式の意味
　　　葬式もお盆も、ひとが亡くなってからする儀式です。わたしたちは誰のためにお葬式に行き、誰のために盆供養をするのでしょう？　儀式の意味は想像的だけ？　そこに深い意味はない？　死後、すべてがなくなるなら、お墓に行って水やお花を供えるのが、すべてうそになります。しかし全部うそ？　正しいことはなにもない？　そうではない。正しいことがそこにあるから、社会の中で慣習として続くのです。うそだったら続きません。
みなさん！　みなさん！　深く考えてください。みなさんは、聞いていますけれども、深く考えていない。
問いかけの内容がわかりましたか？　どうして前世を知る人がいるのですか？　だれが再生するのですか？　天国地獄のアイデアがあるのはなぜですか？　どうしてお葬式をするのですか？
そのような質問があっても、我々には何のアイデアもない。それについて、混乱、疑いがあるだけ。浅い考え、浅い結論がいっぱい。
いま、皆さんに質問します。死後に続くものがあるとしたら、それはなんですか？ 
参加者A：アートマン。
参加者B：魂。
アートマンのことを知っていますから、答えが出ました！(笑い)。それから、アートマンと魂は同じ意味です。アートマンはサンスクリット語（インドの古い言語。神聖な言語と言われている）、魂は日本語。意味は同じ。
しかし、どうでしょうか、アートマンや魂のことを信じていない人、信じられない人にはどのように説明しますか？
参加者C：難しい・・・。
難しい？　難しいでしょう？　私はそのことを言っています、結論は「難しい」。しかし実例がある。それをどう説明しますか？
我々の勉強はもっとシステム的にならないといけない。ちょっと考える、浅く考える、ではなく、本当に集中してそれを考えないといけません。そのうえ、この質問と答えは、みなさんのために本当に大事です。なぜなら、我々は、生まれ、そして絶対に死ぬからです。
死を避けたい？　こわい？　考えたくない？　この考えは必要ない？
いいえ、これは本当に大事です。なぜなら、生まれたからには絶対に死ぬからです。
今日の講話はこれについての話です。①死ぬとはなにか　②死んだあとの状態はなにか　③その状態はどのくらい続くのか。
＜４＞　よく生きる＆よく死ぬ──両方が大事
よく生きる、大事です。
私の話は否定的ではありません、悲観的でもない。私の言うことは全体的。ホリスティックな話。その全体の一部分が「どのようによく生きるか」であって、別の部分が「どのようによく死ぬか」なのです。
みなさんは「よく生きる」には興味があります。しかし別の部分、「よく死ぬ」を考えない。しかし、ふたつ合わせたものがlife人生です。“To live well and die well.”（よく生きる＆よく死ぬ）両方大事ではないですか？
人生は、「始まり→続ける→終わり」つまり「誕生→成長そして衰え→死」のサイクルです。そしてそのサイクルは、１回では終わらないのです。物質的な科学者は１回で終わりと言うが、彼らに、先程列挙したことについての説明はできません。
今日のテーマから外れますが、「どのようによく生きるか」について少し話します。
たとえば身体の健康、よい食べ物、よい飲み物、服もいい、家族も欲しい、いっぱい勉強したい、愛したい、愛されたい、幸せになりたい──それら目的のために、肉体、心、知性、霊的なレベルで自己成長をする。その態度がよく生きることにつながります。
＜５＞　「よく死ぬ」ための３つのポイント
では、「どのようによく死ぬか」。それについて聞くチャンスはあまりないかもしれない。怖いからかもしれない。しかし怖いことはまったくありません。
「どのようによく死ぬか」そのポイントは、
①知識をもって死ぬ
②勇気をもって死ぬ
③平安・安心・幸せをもって死ぬ
　死について考えたくない、死ぬのはしょうがない、死ぬのは避けることができない──そう考える人はいっぱいいます。そんな人が持つ死のイメージは、暗さdarkness。すると死が怖いものになります。　ですから最初から「死」について知っておく。死ぬときはどんな状態か？　死んだあとはどんな状態か？　その状態はどのくらい続くのか？　こうした死についてのアイデアを知っておくこと。それが、よく死ぬにつながります。
　次の「勇気をもって死ぬ」とはどういうことでしょうか？　死に関して、勇気はどのように出ますか？
それは、「体がなくなっても、私はなくならない」そのことを深く信じると、college勇気が出ます。「体がなくなっても、私はなくならない」それについてみなさん、少し集中して深く考えてください。すると、「体」と「私」は別である、ということに気づきます。体と私は別だと理解できれば、こわくない、勇気が出ます。死に立ち向かえます。
　「安心をもって死ぬ」とは、「この人生を私はよく生きた、この人生は無駄ではなかった」との思いを持って死ぬことです。しかし残念ながら、人生は無駄だったと思いながら死ぬ方も多いです。
　それからもうひとつ。「生きている間、神様が面倒を見てくれた。死んだあとも、神様が面倒を見てくれる」そのように思うことでも安心します。神様は私の永遠の友だちです、永遠の家族です。そのことを考えれば平安が生まれます。それがgood death良い死。
しかし良い死は、突然可能になるものではありません。生きている間に、よく死ぬための準備・実践をしていないと、死ぬ時にあらわれるのは恐怖だけです。恐怖、心配、苦しみ、悲しみ、わからない、暗さ・・・。
ですから両方必要です、どのように良く生きるか、だけでなく、どのように良く死ぬかも。なぜなら人生は両方ですから。死ぬだけではなく。生きるだけではなく。両方合わせて。それが、我々がやらなければいけないことです。
＜６＞　よく死ぬための知識
死とは何か？　それを理解するために必要なのが、自分の人格について、はっきり知ることです。私の人格、私の存在とはなんでしょうか？　（＊資料の参考２）
（１）自分という存在をはっきり理解する
我々の人格にはレベルがあります。
まず、大きく分けて、「体のレベル」と「魂のレベル」。
そのうちの「体のレベル」は３つに分けられます──「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(そだい),粗大)な体」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せいみょう),精妙)な体」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(げんいん),原因)の体」。
・粗大な体・・・血、骨、肉etc.などの肉体
・精妙な体・・・①生命エネルギー　②感覚　③心　④知性　⑤記憶　
　　　　①生命エネルギーとは、我々が動く・働く・考えるなどの生きる力のこと。
　　　　②感覚とは、五感（目・耳・鼻・皮膚・舌で感じる認識の感覚）と５つの行動の感覚（手・足・口（＝会話）・排泄器官ふたつ）。
　　　　③心のレベルで、想像・感情・愛・欲望・願いをします。
　　　　④知性のレベルで、認識・分析・決断をします。
　　　　⑤記憶のレベルはコンピュータソフトのよう。知っているものすべて（今生も前世も）がそこにストックされています。
・原因の体・・・「私」と「私の」の意識の場所。自我意識のこと。
すなわち「私の」経験、「私の」心、「私の」知性、「私の」体などと言う場合の「私」の場所。その「私意識」は変化しません（経験、心、体などは変化するが）。
その変化しない「私意識」が原因の体＝自我から出ているということ。
　
そして「魂のレベル」。魂は、すべての体の基礎。魂がなければなにも存在できない。「魂」はほかに、「内なる自己」とか「アートマン」とも言います。
●参加者から質問
Ｑ：「自我」と「心」の区別をもう少し具体的に。
Ａ：心は、想像する、感情、愛、怒る、愛します、怒ります。これらはみな感情ですね。
それから、あれが欲しい・これが欲しいという欲望。それが心。それが心の特徴です。
Ｑ：自我は？
Ａ：自我は、「私」と「私の」。その考えだけ！
Ｑ：それのみ？！
Ａ：たとえば私の体、私の心、私の記憶。その、「私」「私の」の考えの源です。
Ｑ：ああ、源ね！
Ａ：そう！
Ｑ：じゃあ、心は源ではない？
Ａ：源ではありません。
　（２）魂と３つの体の特徴と違い
　魂の本性は「意識」です（注：「私意識」ではない、「純粋な意識」のこと）。一方、３つの体に意識はないです。すなわちそれらは「物質」ということです。
　では、物質なのに、どうして働いたり、話したり、考えたりできるのでしょうか？　（ここが大事です）答えは「魂の意識を借りて」働いています。魂の意識を借りて、体は動き、心は考え、記憶は覚え、知性は決断し、自我は“私の”という考えを出します。
その理解のための、ひとつ例──Moon light月の光。月の光はありますか、ありませんか？　夜になると月の光は見えますが、分析すると、月はただのでこぼこの土地でそこにまったく光がないことがわかります。しかし、どうして月の光は見えるのでしょうか？　それは太陽の光を反射しているからです。月に光はないが、太陽の光を反射して光っている。それと同じ。３つの体に自分の意識はないけれども、魂の意識を借りて働いています。
また、物質の特徴は、「始まりがあり、終わりがある」ということ。つまり有限、一時的、時間と空間に限定された（縛られた）ものだということ。しかし、意識は無限です。純粋な意識、つまり魂は無限、永遠、自由です。
（３）我々の中に「物質」と「意識」の両方がある
おもしろいのは、我々の中に一時的なもの（＝物質）と無限なもの（＝意識）が両方ある、ということです。つまり、束縛されたものと自由なるものが両方あるということ。
しかし、我々はそれ（自分の存在）についてはっきり理解してないのです。だから混乱が起こっています。いろいろなレベルを、ただぼんやりと理解し、物質と意識を混ぜてとらえている。どれが魂、どれが物質、何が有限、何が無限──自分のことなのに、はっきりわかりません。
最初は、頭で理解してください。そのあと集中して考え、分析すると、だんだん理解できます。１回だけ聞いて理解は難しい。私の助言は、メモや資料をうちに帰って見て、考えてください。本当に集中して考えると、自分の中にいろいろなレベルがあるということが理解できます。するとインドの哲学はすべてわかります（笑い）。それだけでなく、それを理解すればすべてみな、はっきりわかります、何が死ぬのか、何が死なないのか、何が天国地獄に行くのか、何がまた生まれるのか、私の存在のどの部分がなくならないのか、なくなることができないのか、解脱とは何か！　すると、知識をもって、勇気をもって、安心をもって、死ぬことができます。
　

＜７＞　死ぬとはなにか
　そこまで理解すると、次がとても簡単になります。
　死ぬと、肉体的な体がなくなります。肉体的な体だけ燃やすことができるのです、粗大（粗い）ですから。精妙な体と原因の体と魂は、燃やすにはとても精妙すぎて、燃やすことはできません。火は粗大なものだけ燃やすことができますから。ましてや魂は意識。意識は精妙の精妙ですから燃やすことは全くできません。
　「死ぬ」の意味は──みなさん、はっきり聞いてください──粗大な体から、精妙な体と原因の体と魂が離れています。それが「死ぬ」の意味です。ですから、誰が死んだ？　それは、粗大な体。誰が天国地獄に行く？　それは、精妙な体と原因の体と魂です。
＜８＞　死んだあとの状態はなにか
では、死んだあと、誰が次の場所に連れていきますか？
魂です。魂（アートマン）が、精妙な体と原因の体を持って、古い肉体を離れます。たてものが地震で壊れたら、別のたてものに移るでしょう？　それと同じ。今の肉体は、病気、衰弱、年で弱っているから、魂が精妙な体と原因の体を運んで、新しい肉体にはいる。まったく否定的ではありません、むしろ肯定的です。病気と衰弱により、何も経験できない、勉強できない、自己成長できない、解脱の実践できないという状態から、力みなぎる新しい肉体にはいるのですから！　そのことを考えたら、死は肯定的です。古い肉体では生き続ける意味がないです。
　それが来世です。新しい粗大な体でまた元気！　力いっぱい！　新しいエネルギー！　新しい経験！　そのことを考えれば、死は、「人生の大きな本のひとつの章の終わり」に過ぎません。来世でまた新しい章が始まります。それほど人生の本は大きい。その中にたくさんの章があります。だから、「死ぬ」の意味とは──ひとつの章が終わりました、また新しい章が始まります“Death is the beginning of the new chapter of life.”。
　それが知識。その知識で勇気も出ます。もう死はこわくない。むしろ嬉しいかもしれない。新しい場所、新しい服を着る、それです。
＜９＞　死んだあとの状態はどれくらい続くのか
　死んだあと、すぐに新しい服には入りません。
　たとえばたてものが壊れたら、すぐに新しい場所には行かない。ふつう避難所に行きます。それと同じ。避難所の状態、それがお化けの状態です（笑い）。幽霊はそんな感じ。天国地獄はそんな感じ。そのあと、新しい粗大な体に入ります。新しいたてものに入るのと一緒です。
　しかし、どのように天国（楽しみの場所）、地獄（大変な場所）が決まるのか？　それがtheory of Karma　カルマの法則。それで決まります。それによって、どれくらいお化けの状態か、どのくらい地獄にいるか、どのくらい天国に行くか、どのような状態で再生するか──それらはすべて、前世のカルマの法則で決まります。
＜１０＞　カルマの法則
　

カルマとは何でしょうか？　（＊資料の参考３）
カルマはサンスクリット語です。日本語では「活動」「働き」「仕事」となります。そして活動の中に「考え」も入っています。カルマのイメージは、すべての考えとすべての肉体的な仕事です。また、カルマの意味には「働き」と「働きの結果」（カルマとカルマの結果）も入っています。
また、カルマには３つの種類があります。
①サンチタ・カルマ・・・カルマのストア。そこに前世のカルマが良いも悪いもすべてストックされています。
②プラーラブダ・カルマ・・・①の一部分で今生が出来ています。それがプラーラブダ・カルマ。
③クリヤマーナ・カルマ・・・今生でまた新しいカルマをします、そのこと。そしてその新しいカルマも①のストックに上積みされていきます。①に合わせてもっと増えていきます。そんな感じでずーっとずーっと続きます。それで我々は、数えられないくらい、何回も何回も生まれてきます。
もうひとつ、カルマについて理解してください。
カルマは、我々の「傾向」に影響するということ。つまり、何回も何回も良い行いをし、良い考えをすると、その傾向tendencyがあらわれます。（もちろん逆もある）
死ぬとき、魂は、精妙な体と原因の体だけでなく、カルマと、傾向も運びます。それが、天国地獄に影響します。再生の状況にも影響します。カルマがなくならないので、何回も何回も生まれてきます。
なぜ我々はカルマをするのでしょうか？　それは、我々に欲望があるからです。カルマの源は欲望です、願いです。あれをしたい、これをしたい、だから働きます、活動します。
願いだけならOKです。しかし、我々は願いを満足させたい。それには行動が必要です。それで、働きます。すると、満足します、また嬉しい経験が欲しくなって、新しい願いがあらわれます。それはサイクルみたいです。欲望→満足→働き→働きの結果→新しい欲望→満足→働き→働きの結果→新しい欲望・・・と続きます。欲望が源です。それでカルマを重ねます。そして我々はこの状態のあいだ、ずっと、再生し続けるのです。
＜１１＞　再生を止める意味
再生し続けること。これの何が問題でしょうか？　識別するとわかります、いかに再生が大変なことの連続かということが。
赤ちゃんのころを思い出して下さい。赤ちゃんは自分で何もできない。面倒を見てもらわないと死にます。その状態も大変です。年をとったら病気になるかもしれない。それも大変です。願い、欲望を満たすことができないかもしれない。それも大変です──お化けはどうして大変か。お化けにも欲望があるが、それを満足することができないからです。お化けも食べたい。でも、粗大な体がないから食べることができない。その意味でとっても大変。わかる？　願いがある。けれども満足できない。人間の状態ならまだ、欲望を満たすチャンスはあるでしょう。しかし幽霊は、願いがあっても満足することはできない。だからときどき、生きている人の中に入って、自分の願いを満たすのです。幽霊の状態はそれです。地獄も同じ意味で大変です──。

識別するとわかります（識別しないとわからない）。人生の９０％は苦しみ悲しみ、残り１０％だけ、楽しみ。我々はその１０％の希望にすがって、９０％の苦しみを気にせず生きています。大変な状態になっても、「次は大丈夫。次は楽しめる」と言って気にしない。
再生すると、自由がなくなる──この意味でも大変です。
我々は、魂と体を持っています。魂は自由、体は束縛された状態でしたね。考えてください、体の中に魂がはいると、魂も束縛されませんか？　お腹がすくと食べなければならない、のどがかわくと飲まなければならない、眠くなると寝なければならない。すべて体の感覚の奴隷です。魂の本性は自由なのに、再生して、体の中に入ると、体の欲しいものをとらなければいけない。「私の本性は自由だが、再生して体に入ると不自由になる」──これは大きな矛盾です。
＜１２＞　解脱への道
　これらのことを、世俗的な人は気にしません。しかし、霊的な人、賢い人はその状態を好きではない。「もう十分。もうこれ以上再生したくない」と思います。解脱は、その考えによって、やる気が出ます。解脱とは、再生しないことです。
　解脱を、ネガティブな見方で捉えると、苦しみ悲しみを避けたい。ポジティブな見方で捉えると、解脱は至福の状態です、最高のしあわせ、最高の知識の状態。
魂の本性は（サンスクリット語で）「サット・チッド・アーナンダ」でしょう？　（注：「サット」は完全な存在、「チッド」は最高の知識、「アーナンダ」は最高のしあわせ）解脱の意味は、それ（魂の本性＝サット・チッド・アーナンダ）を悟るということ。それが解脱の意味だと知れば、解脱へのやる気が出ます。
　
　では、解脱のためにはどのように実践すればいいのか。
　①欲望をへらしていく。世俗的な欲望を減らしていって、では、何を願う？　解脱を願います。
　②そのために識別をする。
　③そのために真理のことを集中して考える（瞑想）。真理は神様と同じ。アートマンも真理、ブラフマンも真理です。
　こうして実践し、もし死ぬまでに欲望がなくなれば、解脱できます。欲望がある限り、また、絶対に生まれないといけない。解脱のネガティブな側面は、苦しみ悲しみがなくなります。ポジティブな側面は、最高の幸せ、最高の知識を得ます。
以　　上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ひとはなぜ生まれ変わるのか
─ Law of Karma and rebirth ─
Q　＆　A
スワミより：休憩時間に、みなさんが提出した質問を聞きました。とっても面白い。みなさん、たくさん書いていただき、ありがとうございました。私は、みなさんに質問してもらわないとわからないのです、みなさんがどれくらい私の話を理解しているか。今日のテーマはちょっと複雑でしたけれども、みなさん一生懸命聞いてくださいました。とてもよかった。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　
Q）死ぬときに魂が運ぶものは、精妙な体と、原因の体と、カルマと、あとひとつ、何ですか？
A）サムスカーラ。傾向です。（＊資料の基本的語句の説明を参照）
　　たとえば、何回も良いことをする、良い仕事をすると、良い傾向になります。悪いことを考えたり、再生しても悪い行いを重ねると、悪い傾向になります。サンスクリット語でサムスカーラといいます。その、傾向から、「再生してまた良いカルマをしたい」「悪いカルマをしたい」という欲望が生まれます。我々の傾向は、前世のカルマと関係があります。

Q）死ぬとき、魂が原因の体と精妙な体を運びます。それらふたつとも物質であるなら、いつか終わると思うのですが、それはいつですか？
A）いい質問ですね。それは、解脱のときに終わります。解脱すると、精妙な体も、原因の体も、なくなります。なぜなら解脱とは、個人的な魂（アートマン）が偉大な魂（ブラフマン。神様の魂）とひとつになる、ということですから。そのとき、３つの体はすべてなくなって、魂だけになります。そのとき、個人的な魂は、偉大な魂と合一して続いていきます。それが一番高いレベルの解脱です。
Q）自我（原因の体）がなくなるとき、自分の魂はほかの魂と一体になるのですか？
A）魂はたくさんある、というわけではない。魂は、本当は、ひとつです。我々は無知ですからその影響で、個人個人に魂がある、と考えていますが、本当は、魂はひとつだけです。
水がはってあるお皿をイメージしてください。そのお皿を１０個、外に並べます。すると、そこに１０個の太陽が反射します。今、太陽は（本当の太陽を入れて）１１個です。しかし１０個のお皿をすべて割れば、本物の太陽しか残りません。偉大な魂は、太陽。個人的な魂は、太陽の反射。
ですが我々に無知があるあいだ、「私の魂」「あなたの魂」という考えが出るのです。
無知がなくなる、すなわち解脱をすると、自分の魂と偉大な魂がひとつだとわかる。自分の魂は、偉大な魂の反射だとわかる。

Q）死ぬとき、神の姿を思って死ぬと解脱するのですか？　それとも天国の最高の段階（＊資料の基本的語句の説明を参照）に行くのですか？
A）ひとくちに解脱と言いますが、実は、解脱にもいろいろなレベル（段階）があるのです。
ヒンドゥ教の考えで、天国には７つのレベルがあります。おもしろいのは、この世界も一番レベルの低い天国ということです。しかし本当の天国は、その上から始まります。一番上の天国は、「サッティア・ローカ」「（ヴィシュヌ神様の）ヴァイクンタ・ローカ」「（シヴァ神様の）シヴァ・ローカ」「（お釈迦様の）ブッダ・ランド」など、それぞれの神を信じる信者のイメージによって、さまざまに名付けられていますが、みな同じ。（注：ローカは“場所”という意味）
　　もし、死ぬとき、形ある神様（ヴィシュヌ神様、シヴァ神様etc.）を集中して考えることができたら（それは心がきれいで欲望がなくなっていないと不可能です）、天国の一番上のレベル「サッティア・ローカ」までいけます。そこでずっと神様と一緒に住み、長い間この世に再生はしません。天国に行くから解脱といえますが、しかしこれは最高の解脱ではない。
　　もし、死ぬとき、形ない神様（ブラフマンのこと）を集中して考えたら、そのときは天国を超越して、本当の解脱となります。すなわち、絶対の真理（ブラフマン、神様）と自分の魂がひとつになるということ。
　　絶対の真理とひとつになるには、もうひとつ、天国で長い時間を過ごした後、（天国での１つの循環を終えたら）絶対の真理とひとつになる、ということもあります。

Q）天国、地獄にはそれぞれ７つの段階があるということですが、そのどの段階に行くのかは、どのように決まるのですか？ 

A）もし、良いカルマのパーセンテージが多くて、悪いカルマのパーセンテージが少なければ、死んだあと、最初は地獄に行き、そのあと、天国に行きます。そして天国で長いこと過ごします。天国での１つの循環を終えたら、また、人間の形で再生します。
　　もし、悪いカルマのパーセンテージが多いと、最初は天国に行きます。最初、それを楽しんで、そのあと、長い間地獄。そこで、前のカルマを消化すると、また人間の形で生まれます。
　　それからそれは、誰が決めているか？　神様が決めています。　神様がカルマの結果を与えています。God is the giver of Karma Para.
　　犯罪者でも、法律によって刑罰が免じられたり、死刑が無期懲役になったりしますね。そのように、どれくらい天国、どれくらい地獄は、カルマの法則（カルマの法律）で決められていますが、地獄が許されるときもある。そのコントロールは誰がしていますか？　神様がしています。
Q）お化けが体に入ってくるのを防ぐ方法はありますか？
A）お化けはときどき、心が弱いひとを見つけて、その人の中に入ります。心が神聖で強く、ピュアであればその人には入らない。注意が必要なのは、霊媒師です。そのひとたちは、亡くなった人に心を集中させて呼び出しているでしょう？　集中して呼んでいると危ない。そのときとても悪い霊もありますから。
Q）見たことも聞いたこともない神様のことを、どうやって「友達」と思えばいいのですか？ 

A）とてもいい質問ですね。一般的なほとんどのひとの疑問。インドでもその質問はあります。家族が神様を信じているからその伝統で信じていますけれども、神様はいる？　いない？　その疑問はいっぱいあります。
神様がいるか、いないかは、どのように証明したらよいでしょうか？
たとえば、この世界の創造は誰がしたのでしょう？　自分で自分を創ることはできませんよね。コンピューターも自分で自分をプログラムすることはできません。それは、絶対に「創造者」がいる、ということです。この宇宙、この自然の創造者は誰でしょうか？　神様です。これは、内省し、分析すれば、その結論になります。
それからこのように考えることもできます、宇宙のコーディネーターは誰でしょうか？　たとえば、カルマの結果は誰が与えていますか？　それも、私のカルマの結果は私だけが経験します。ほかの誰かに間違って与えられたりしていませんね。そのコーディネートは誰がしていますか？
これらを理論的に考えて、神様はいる、という結論です。
それに、イエスなど、悟った聖者はみな言っています、神様はいると。みなさんは、そのひとたちのことをどうして信じられるのですか？と聞くかもしれない。現代の問題は、科学者は信じるが、悟ったひとを信じないことです。それは本当に残念です。ふつうの科学者の中には名声欲などの欲望がある。一方、聖者はとってもピュアで、非利己的。その種類のひとは、１００％うそは言いません。そして、そのような方が悟ったうえで言っているのです、神様はいます、と。クリシュナ神様、イエス、シュリー・ラーマクリシュナ、彼らはみな言っています、本当に神様はいますと。それを信じる。
それで、最初は信じます。しかし信じても、どうやってそれを愛に変えますか（愛しますか）？
ひとつは、神様のことを何回も読んで、聖典を読んで、祈って、神様のことを集中して考えると、神様を愛することができる。また、お寺に行く、巡礼する、神様の像に祈る。それでも愛することができます。ですが心がもっと清らかになれば、神様に対する愛はもっと増えます。心がもっと純粋になれば、もっと神様のことを理解することができます。
もうひとつ。一番簡単な方法は、聖者を愛すること。聖者を愛すれば、神様を愛することも容易になります。なぜ？　聖者の中には神様しかないからです。クリシュナ神様、イエス、シュリー・ラーマクリシュナ・・・。彼らは、外は人間のかたち、中は神様です。その種類の人を愛すると、神様への愛が増えます。聖者は想像ではないですよ。本当に生きていました。イエスは本当にいました、お釈迦様も、ムハンマドも、クリシュナ神様も、シュリー・ラーマクリシュナもいました。だから、これが、より簡単で実践的な方法です。
Q）みんなが解脱すると、どんな世界になるのですか？
A）OK、それは心配しないでください（大笑い）。自分の解脱だけ考えてください（笑い）。それは神様が心配してくれます（笑い）。
Q）地獄はどのような人が行くのですか？
A）刑務所と一緒です。ひとを殺した人、盗みをした人、人生では表沙汰にはならなかったが秘密裏に悪いことをした人。そのひとたちが地獄に行きます。神様に隠し立てはできません。警官にワイロを渡せても、神様にワイロはきかない。神様はお金が好きではないですから。
Q）人間の寿命（生きる時間）は決まっているのですか？　もし決まっているなら、自然災害で亡くなったかたも寿命ですか？
A）Destiny運命というのは、本当はありません。あるのはふたつだけ。自分のカルマと、神様の意志。そのふたつによって、いつ生まれ、いつ死ぬかが（前から）決まっています。
　　たとえば、前の悪いカルマで今生とても苦しんでいます。しかし神様に心から祈って、苦しみが軽減する場合もある。神様が許したので苦しみが小さくなりました。

　　原因はふたつだけです。自分のカルマと、神様の意志。運命はありません。
　　その考えで、できるだけ正しい道、正しい考えで神様にお任せする。
Q）災害で大量に亡くなる場合も？
A）それも、神様の意志。
　　どうして？　それは、わからない。個人的にはわからないですけれども、それは神様の意志です。それがカルマの法則です。どうして？　そう聞かれても私にはわからない、私が作りませんでしたから。神様が作りましたから（笑い）。
ときどき我々は神様に文句を言います、どうしてあんな小さい子が、どうして災害であんなに大勢の人が、どうしてこれほど神聖なひとが、悪い人じゃないのにどうして？と。
我々に説明はできません。
我々の小さい知性では、神様の考え、仕事、やり方を論じることはできません。そもそも、有限な知性で無限の神様に意見するのは、ヘンではないですか？
神様がどういうお考えでそうなさったのか──我々の知性で、その説明は無理です。
理解してください。神様の目的は我々にはわからないことを。

Q）病気のとき、反省したら、魂のレベルで間に合いますか？
A）もちろん前から実践していれば、それはできます。病気になったあとは、どれくらい神様のことを集中して考えているか、それにより、ケース・バイ・ケースです。どれくらい神様のことを集中して考えるか──それは無理ではない。ですが簡単でもない。
　　しかし、そこまで考えなくても、病気のとき、できるだけ神様のことを思い出して、考えて、神様にお任せしたほうがいい。結果を考えずに。
Q）日本の仏教観についてどう思いますか？
A）今日のテーマとは違いますがお答えします。簡単には説明し難いですが。
　　まず、現代の仏教は、日本の伝統的な仏教とは違います。たとえば弘法大師。その種類の仏教の状態と、現代の仏教とは、ぜんぜん違うのではないでしょうか？

　　日本の現代仏教の特徴は、結婚が許されているということ。
　　昔のお坊さんは結婚していませんでした。いまはほとんど結婚しています。その状態は日本だけ。インド、ビルマ、タイ、ほかの国の仏教のお坊さんは結婚しません（韓国はしているかもしれない）。それが日本のスペシャルです。
　　もちろん家族を持っているお坊さんの中に、素晴らしいお坊さんはいます。神様好き、祈り好き、瞑想好き、その方もいます。

以　　上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（書き起こし：田辺美和子）
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